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房総半島南端千倉層群布良層の浮遊性有孔虫化石を用いた古海洋環境復元
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　後期鮮新世の3Ma付近から前期更新世にかけて，北半球で大陸氷床の拡大が起こった．これは北半球氷河化

作用(NHG：Northern Hemisphere Glaciation)と呼ばれている．また，この時期に卓越する氷期－間氷期のサ

イクルが2.3万年から4.1万年へと変化する．したがって，この時代の古海洋を復元することは，NHGや当時の

氷期‐間氷期サイクルがどのように地球の気候システムを支配していたかを理解するうえで重要である． 

 

　本研究対象は房総半島南端に分布する上部鮮新統から下部更新統の千倉層群布良層である．布良層では岡田

ほか(2012)において酸素同位体と古地磁気の複合年代層序が編まれ，3.1Maから2.3Maまでの年代モデルが構

築されている．そして山本ほか(2017，古生物学会)では浮遊性有孔虫化石の群集解析を行い，得られた群集組

成を変換関数PFJ125 (Takemoto & Oda，1997)と現生アナログ法に適用し古水温の復元を行った．復元され

た水温は海洋同位体ステージ（MIS）G6とG4で特に大きな低下を示した．しかし岡田ほか(2012)で測定され

た酸素同位体比が112層準あるのに対し，浮遊性有孔虫の群集解析は49層準にとどまっており，氷期－間氷期

サイクルに対応した水温や水塊の変動について議論するためにはより多くの層準で群集解析を進める必要があ

る．今回は2.95Maから2.85Maの間で9層準，2.7Maから2.5Maの間で14層準の群集解析を行い新たにデータ

を加えた． 

 

　2.92Maでは混合水域に多産するNeogloboquadrina incomptaが高い産出頻度を示し，変換関数，現生アナ

ログ法により復元された古水温も1～2℃程度低下していた．この層準は布良層での酸素同位体曲線をもとにし

た年代モデル(岡田ほか,2012)によるとMIS G16の氷期にあたる．このことよりMIS G16の氷期では黒潮前線

が南下し，房総沖での混合水の影響を強めたと考えられる．一方でMIS102やMIS100の氷期にあたる層準では

温暖種のGlobigerinita glutinataが最も高い産出頻度を示し，寒冷種であるN.incomptaやNeogloboquadrina
pachydermaの産出頻度の増加は確認されなかった．そして復元された水温の低下も見られなかった．この様

に氷期－間氷期サイクルが必ずしも群集組成に影響していない可能性があり，今後さらに多くの層準で群集解

析を行い検討する必要がある．
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